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　要旨：２０００年～２００５年に福岡大学病院総合周産期母子医療センター新生児部門に入院した超低出生体重

児の短期予後について後方視的に検討した．入院数１０５例のうち生存退院した児は６８例（生存率６４.７％）

だった．在胎２３週以下での生存率は２２.２％で，２６週以上では８０％以上だった．早期新生児期に死亡した児

は２４例で死亡例全体の６４.９％を占めており，またその内の１０例（２７.０％）が生後２４時間以内の死亡であっ

た．生存退院した児でも在胎週数２６週未満では中枢神経合併症などの後障害を示唆する所見が３３.３％にみ

られた．今後の早期新生児死亡を減らすためにはハイリスク妊娠の早期発見と分娩時期の決定を一緒に検

討していくなど産科医と新生児科医の連携が不可欠であると考えた．
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